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ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
シ
ル
バ
ー
人
材

等
を
活
用
し
て
の
所
在
確
認
や
生

活
実
態
調
査
も
可
能
で
は
。
w
高

齢
者
安
否
確
認
事
業
に
つ
い
て
の

所
見
は
。
e
高
齢
者
が
住
み
な
れ

た
地
域
で
生
活
を
継
続
す
る
た
め

の
、
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
生

活
応
援
事
業
に
つ
い
て
平
成
23
年

度
以
降
の
事
業
の
継
続
や
拡
大
は
。

r
国
が
め
ざ
す
、
自
宅
に
い
て
も

施
設
並
み
の
介
護
を
実
現
す
る
た

め
の
地
域
包
括
ケ
ア
へ
の
区
と
し

て
の
取
り
組
み
は
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
23
年

度
内
に
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

健
康
状
態
や
日
常
生
活
の
活
動
レ

ベ
ル
に
つ
い
て
生
活
実
態
調
査
を

す
る
。
所
在
確
認
は
高
齢
者
お
祝

い
事
業
等
の
中
で
行
う
。
w
日
常

的
な
相
談
事
業
と
し
て
70
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
等
に
対

し
民
生
・
児
童
委
員
が
相
談
や
見

守
り
を
行
っ
て
い
る
。
緊
急
事
態

に
は
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
事
業
で

安
全
を
確
保
し
て
お
り
、
今
後
は

孤
立
死
防
止
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
の
拡
大
や
生
活
応
援
事

業
の
モ
デ
ル
実
施
の
中
で
重
層
的

に
取
り
組
む
。
e
品
川
第
二
地
域

に
加
え
荏
原
地
区
で
も
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
困
り
ご
と

へ
の
相
談
等
を
行
う
。
ま
た
安
否

確
認
体
制
の
強
化
を
検
討
す
る
。

今
後
は
効
果
を
検
証
し
、
他
地
区

へ
の
展
開
を
検
討
す
る
。
r
国
の

動
向
に
注
視
し
適
切
に
対
応
す
る
。

孤
立
死
の
防
止
に
つ
い
て

q
電
気
会
社
等
と
の
連
絡
体
制

や
近
隣
住
民
に
安
否
を
連
絡
す
る

機
器
等
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の

整
備
が
必
要
と
考
え
る
が
、
対
策

の
現
状
と
今
後
は
。
w
孤
立
死
防

止
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
普
及
事
業
を

す
べ
て
の
町
会
や
自
治
会
で
で
き

ね
る
中
で
課
題
を
整
理
し
て
い
く
。

地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て

q
地
域
福
祉
計
画
は
計
画
づ
く

り
か
ら
住
民
が
参
加
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
が
必
要
だ
が
、
ど
の
よ

う
な
市
民
参
加
が
行
わ
れ
た
の
か
。

w
現
行
計
画
の
成
果
と
課
題
に
つ

い
て
は
。
e
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
区
民
説
明
会
の
開
催
状
況
と

意
見
公
募
で
の
主
な
意
見
な
ど
は
。

r
福
祉
を
取
り
巻
く
制
度
は
大
き

く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中

で
10
年
間
の
計
画
に
し
た
根
拠
等

は
。
t
計
画
推
進
に
は
高
齢
者
福

祉
、
障
害
者
福
祉
、
子
育
て
や
教

育
関
係
部
署
等
と
の
横
断
的
な
連

携
体
制
が
必
要
だ
が
、
庁
内
体
制

へ
の
考
え
方
は
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
ふ
れ

あ
い
サ
ポ
ー
ト
会
議
の
場
を
中
心

に
、
町
会
自
治
会
長
会
議
な
ど
を

含
め
、
延
べ
35
回
610
名
以
上
の
参

加
が
あ
っ
た
な
ど
だ
。
w
市
民
後

見
人
の
監
督
業
務
で
後
見
人
活
動

の
す
そ
野
を
広
げ
た
り
、
民
生
委

員
が
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
の

一
翼
を
担
っ
て
い
る
な
ど
だ
。
課

題
は
地
域
で
の
支
え
合
い
と
共
助

の
仕
組
み
等
の
強
化
や
充
実
だ
。

e
広
報
し
な
が
わ
で
広
く
意
見
を

求
め
、
互
い
に
支
え
合
う
地
域
で

の
つ
な
が
り
の
重
要
性
に
つ
い
て

多
く
の
方
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

r
基
本
理
念
や
方
針
は
一
定
期
間

継
続
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の

観
点
か
ら
だ
。
t
福
祉
関
連
の
事

業
部
は
も
ち
ろ
ん
地
域
振
興
事
業

部
な
ど
と
も
連
携
を
図
っ
て
い
く
。

歩
行
者
・
自
転
車
に
優
し
い
交
通

に
つ
い
て

q
歩
行
者
と
自
転
車
が
安
全
に

通
行
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と

が
自
治
体
の
責
務
で
は
。
w
交
通

ル
ー
ル
の
周
知
徹
底
が
必
要
で
は
。

e
総
合
的
な
視
点
か
ら
市
民
参
加

で
検
討
会
を
開
催
し
、
歩
行
者
と

車
両
と
の
共
存
を
め
ざ
す
、
ま
ち

づ
く
り
の
実
現
を
。

都
市
環
境
事
業
部
長

q
自
転

車
レ
ー
ン
な
ど
の
整
備
を
す
る
と

と
も
に
、
引
き
続
き
危
険
箇
所
へ

の
注
意
看
板
の
設
置
や
啓
発
活
動

で
安
全
の
確
保
を
図
る
。
w
関
係

機
関
と
連
携
し
、
周
知
に
努
め
る
。

e
区
民
の
方
か
ら
の
意
見
を
伺
い
、

効
果
的
な
事
故
防
止
対
策
を
進
め

て
い
く
。

２
０
１
１
年
度
の
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

q
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て

3
区
が
主
体
と
な
っ
た
評
価
の
効

果
等
は
。
e
外
部
評
価
委
員
会
の

設
置
検
討
時
の
課
題
は
。
4
区
民

参
加
に
よ
る
評
価
制
度
の
仕
組
み

等
は
。
w
民
間
事
業
者
に
運
営
さ

q
昨
年
は
高
齢
者
の
所
在
不
明

問
題
が
全
国
各
地
で
発
生
し
た
。

区
内
の
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
安

否
を
定
期
的
に
確
認
す
る
の
に
、

沢田　洋和　議員（自民）

ひとり暮らし等高齢者の
ための事業について

る
よ
う
な
体
制
や
、
助
成
の
継
続

等
が
必
要
で
は
。

健
康
福
祉
事
業
部
長

q
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
予
防
事
業
の
機
会
な

ど
で
防
止
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

平
成
21
年
度
か
ら
は
町
会
・
自
治

会
に
よ
る
見
守
り
活
動
に
助
成
し

て
き
た
が
23
年
度
は
10
団
体
の
拡

大
を
図
る
。
w
成
果
を
町
会
・
自

治
会
に
情
報
提
供
し
自
主
的
取
り

組
み
が
広
が
る
よ
う
に
す
る
。
補

助
期
間
の
延
長
は
予
定
し
て
な
い
。

親
元
近
居
支
援
事
業
に
つ
い
て

q
三
世
代
す
ま
い
る
ポ
イ
ン
ト

事
業
な
ど
子
育
て
世
代
が
、
親
世

帯
の
近
く
に
住
み
や
す
い
環
境
を

自
治
体
で
つ
く
る
こ
と
は
、
少
子

化
の
理
由
と
さ
れ
る
問
題
を
解
決

す
る
に
も
重
要
な
施
策
だ
。
さ
ら

な
る
拡
大
や
充
実
を
。

防
災
ま
ち
づ
く
り
事
業
部
長

q
こ
の
事
業
が
進
展
す
る
こ
と
で

親
世
代
が
培
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
子
世
代
が
継
承
す
る
こ
と
も
期

待
で
き
る
新
規
事
業
だ
。
今
後
の

事
業
展
開
は
執
行
状
況
を
踏
ま
え

必
要
な
検
討
を
行
う
考
え
だ
。

大
井
町
駅
周
辺
の
街
づ
く
り

に
つ
い
て

q
今
後
、
大
井
町
駅
近
辺
の
人

の
流
れ
や
再
開
発
に
つ
い
て
の
所

見
は
。
w
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
等
を
町

会
や
商
店
会
と
協
働
し
て
作
成
し

て
は
。
e
Ｊ
Ｒ
工
場
地
区
の
再
開

発
な
く
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
は

な
い
。
Ｊ
Ｒ
と
の
交
渉
を
進
め
る

べ
き
で
は
。

区
長

q
大
井
町
駅
周
辺
地
区

ま
ち
づ
く
り
構
想
の
策
定
を
進
め

て
お
り
、
魅
力
あ
る
ま
ち
の
将
来

像
を
描
い
て
い
く
。
w
四
季
劇
場

オ
ー
プ
ン
記
念
事
業
の
際
、
大
井

町
の
複
数
の
商
店
街
が
合
同
で
駅

周
辺
の
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
を
作
成
し

活
用
し
て
い
る
。
区
は
経
費
の
一

部
助
成
す
る
な
ど
協
力
や
支
援
を

図
る
。
e
機
会
あ
る
ご
と
に
開
発

の
意
向
確
認
を
行
っ
て
い
る
が
当

面
の
間
、
開
発
の
考
え
は
な
い
旨

の
回
答
を
受
け
て
い
る
。

中
学
校
保
健
体
育
の
武
道
必
修
化

に
つ
い
て

q
武
道
必
修
化
に
向
け
て
現
在

の
状
況
や
指
導
者
派
遣
に
つ
い
て

の
所
見
は
。
w
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
の
観
点
か
ら
剣
道
、
柔
道
や

相
撲
に
限
ら
ず
弓
道
や
な
ぎ
な
た

な
ど
も
取
り
入
れ
て
は
。

教
育
次
長

q
中
学
校
で
は
14

校
で
柔
道
、
３
校
で
剣
道
に
取
り

組
ん
で
い
る
な
ど
だ
。
指
導
は
地

域
関
係
者
や
警
察
等
に
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
。
w
で
き
る
限
り
の

調
整
を
行
っ
て
い
く
。

一 般 質 問

品川区町会塾

q
区
に
お
け
る
市
民
活
動
と
の

協
働
に
関
す
る
基
本
的
方
針
は
。

w
市
民
協
働
と
企
業
と
の
協
働
の

違
い
に
つ
い
て
の
認
識
は
。
e
市

民
活
動
の
担
い
手
が
力
を
発
揮
で

き
る
よ
う
区
と
し
て
ど
の
よ
う
に

取
り
組
み
を
進
め
る
の
か
。
r
協

働
契
約
条
例
の
策
定
に
つ
い
て
も

研
究
し
、
協
働
に
ふ
さ
わ
し
い
契

約
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
を

深
め
て
い
く
こ
と
へ
の
見
解
は
。

区
長

q
自
発
的
で
自
主
的
な

活
動
を
生
か
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
基
本
と
考
え

る
。
w
町
会
・
自
治
会
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
と
企
業
に
変
わ
り
は
な

い
。
多
く
の
区
内
企
業
が
地
域
に

お
け
る
社
会
貢
献
活
動
で
実
績
を

重
ね
て
い
る
。
こ
う
し
た
企
業
の

意
向
を
受
け
と
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
等
を
通
じ
て
協
働
を
推

進
す
る
。
e
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
ぷ
ら

ざ
八
潮
協
働
推
進
室
内
の
活
動
拠

点
室
を
貸
し
出
す
な
ど
継
続
的
な

支
援
を
行
う
。
r
実
績
を
積
み
重

せ
る
方
針
の
庁
舎
駐
車
場
の
現
状

と
課
題
等
は
。
e
委
託
に
よ
る
区

民
へ
の
影
響
等
は
。
r
コ
ス
ト
削

減
だ
け
で
な
く
、
市
民
と
合
意
を

図
り
な
が
ら
進
め
る
姿
勢
を
。

企
画
部
長

q
3
基
本
的
な
整

理
等
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
な

ど
だ
。
e
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

区
の
施
策
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

難
し
さ
な
ど
だ
。
4
具
体
的
な
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

総
務
部
長

w
耐
震
改
修
工
事

に
伴
い
手
狭
と
な
っ
て
い
る
。
耐

震
工
事
の
終
了
に
合
わ
せ
、
駐
車

場
運
営
の
専
門
業
者
に
貸
す
こ
と

で
、
事
業
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
使
い
勝
手

の
改
善
な
ど
が
期
待
で
き
る
。

e
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ

と
は
な
い
。
r
区
民
の
代
表
で
あ

る
区
議
会
と
力
を
合
わ
せ
、
今
後

と
も
幅
広
い
意
見
を
伺
い
な
が
ら

行
財
政
運
営
の
実
現
に
努
め
る
。

本庁舎で品川カブの収穫

行
政
と
市
民
の
「
協
働
」
を

推
進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

市
川
　
和
子
　
議
員

（
ネ
ッ
ト
）


